
エスキーテニス

１ エスキーテニスとは

  スポンジのボールに鳥の羽をつけ、木製ラケットで硬式テニスと同じように打ち

合うゲームです。広島で生まれ約４０年の歴史を持ちます。「スポーツを通して平

和を」という願いから始まりました。

２ 場所   コンクリートまたは、板敷などの平らな土地がよい。

３ 用具

４ 人数     ①シングルス

         ②ダブルス

５ 方法

１． ゲーム

１セット１１点で、３セットマッチとします。



２． サービス

   サービスは、ボールを広げた手のひらにのせ、肩の高さ以下からスナップ

をかけずに落とし、バウンドした後に打ちます。サービスを１本とします。

   サービスは、ベースラインの後ろに立ち、右側のコートから始めます。ボ

ールがネットを越え、対角方向のサービスコート内に入るようにサービスし、

１セット終了まで左・右と交互に行ないます。

   サービスは連続５回行ない、相手方と交代します。

３． 失点

・ サービスに失敗したとき。

・ 相手コートのライン外にボールが落ちたとき。

・ ボールがネットにかかったとき。

・ ボールを打ちそこなったとき。ただし、サービスをしようとしてボールが

ラケットに当たらなかったときは、２回目までは許されます。

・ ２度以上バウンドしてから打ったとき。

・ サービスされたボールをノーバウンドで打ったとき。

４． ジュース

１０対１０になったときをジュースといいます。

このときのサービスは、最後に得点が１０になった方が、右側のコートから

行います。もし、勝てば左側のコートから行い、連続して得点すれば勝ちま

す。

ジュースアゲインとなったとき、相手側にサービス権が移ります。

５． その他

   サービスのとき、サーバー、レシーバーともベースラインの後ろに立ち、

打球と同時に移動できます。

   サービスコートのときに、ネットの上端にボールが触れて、相手側のサー

ビスコートに入ったときは、もう一度やりなおします。

   ラケットの握り方は、シェークハンドでも、ペンホルダーでもかまいませ

ん。


